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落胆不要（ヨハネ21:1-14）
皆さんの祈りに支えられて、名古屋の予備キャンプに行ってまいりました。誰も知り合いもいないし、つながりもまったくないところで、神様の導きによって頭の中にカトリックしかなかった女性が、ちょうど６か月前になにかがきっかけになり、そのカトリックと縁を切り籍も抜いて、自分を改めたいというタイミングで私たちと会うことができて本キャンプの備えとなりました。またアメリカの人と結婚している人が、旦那さんがクリスチャンで、彼女の表現によりますと英語でキリスト教について教えようとされていたのですが、ちんぷんかんぷんでよく分からなかったというので、分かりやすい言葉でお話をしてあげるということで、イエス・キリストのお話を聞いてイエス様を受け入れるようになり、また本キャンプの備えとなりました。１月の本キャンプのときには、旦那さんも一緒に会えればとお願いし、本人も祈りますと言っていました。確かに小さな実りかもしれません。しかし、全く知らないところであっても、そのような神様の備えが必ずあるということを行くたびに経験するようになります。

そして、これは牧師のキャンプの話だけでなく、皆さんの今の生活の現場において、そのような神様の備え、私たちの計算を超えた神様の備えが必ずあるということを覚えていただきたいと思うし、また、それを自分のこととして存分に喜んで味わっていただきたいと願います。なぜかと言いますと、皆さん自分では自分のことをどう思っていらっしゃるか分かりませんが、皆さんがイエス様を救い主として信じ受け入れたそのときから、皆さんはそのような神様が備えていらっしゃる魂のために用いられる伝道者になっているからです。そのことをぜひ覚えていてください。今も神様はクリスチャンの行く所々で、クリスチャンのそれぞれの現場において、必ずこのような備えをしていらっしゃいます。神様の備えがあるということを忘れないでいただきたいと思います。しかし、多くのクリスチャンがなぜこのような神様の備えを自分のものとして信じて具体的に体験できないかといいますと、そうならないように目に見えないサタンというものがあらゆる材料を持って、あらゆる角度からクリスチャンを攻撃しているからです。それをしっかりと分かっていれば十分、勝てるはずなのですが、うっかり大事なものを逃すことによってサタンのだましごとに、サタンの攻撃に見事にやられてだまされているからです。それさえ私たちが正しく理解して打ち勝ち、また、へっちゃらだと思って乗り越えられるようになれば十分です。

特に、その攻撃の中の攻撃が、クリスチャンの私たちがそのような伝道者であり主人公であるということを覚えることができないように落胆させることです。あらゆる落胆の材料を持って、とにかくクリスチャンが神様の備えに目を留めて、神様の備えに興味を持って期待し、それを楽しみにして祈るべきなのに、そちらの方に行けないように落胆させるというのがサタンの巧妙な働きであるということを覚えていただきたいと思います。結論から申し上げますと、クリスチャンの皆さんは何がどうであれ落胆する必要がない尊い神の子どもです。そういうことに振り回されて捕らわれる理由がまったくありません。今日のタイトルのように、落胆不要な存在であるということを覚えていてください。しかし、ついついそれを忘れて逃してしまうのが残念です。
ある教会に、アルコール中毒のような生活をしていた人が、イエス様のお話を聞いて、そして、イエス様を受け入れることによってアルコールを断ち切り、教会生活に一生懸命になりました。しかし、ある日、古い友人に誘われて「一杯ぐらいいいじゃないか。あなたは本当に変わったね」と誘われ、最初は断っていたのですが、あまりにもしつこく誘われるので一杯ぐらいはよいかと、一杯が二杯、三杯になって、結局、昔のようにベロンベロンに酔っ払い、教会に行って教会の屋根に上ってそこでおしっこをしました。そして、大きな声で「牧師。出てこいよ」と叫んだようです。本人はその記憶がはっきりしていないという話を後でしましたが、それから朝、目覚めて気づいてみると、「なんてことをしたのだろう。やっぱり私はだめなのだね。教会になんか、礼拝なんか、行けるはずがない」と引きこもり状態になりました。それで教会の牧師先生が、予想通りに日曜日の礼拝に来なかったので電話をかけました。彼が電話に出て「先生。申し訳ございません。私のような人間はもうだめです。教会に行く資格など一切、ありません」と先に話してきました。その先生がこのようにお話したそうです。「おい。だからこそ来なきゃいけないのだよ。イエス様はあなたが飲んだ焼酎に酔っぱらうような方ではないので安心してきなさい」。このお話を聞いて、彼はまた勇気を出して教会に行き、また信仰生活を再開するようになったという話をどこかのメッセージで聞いた覚えがあります。
落胆するという中でも、一番大きな落胆というのは、政治に落胆したり周りに、家族に落胆したり、というのもあるでしょうが、自分自身に落胆することです。自分の情けなさに我慢できずに、また「だめだ、だめだ」と思ってしまうことです。それがまるで良心的なことであるかのように思わせます。しかし、未信者も同じでしょうが、もしクリスチャンであればどんな場合でも落胆は不要です。今日の聖書を見ると、イエス様の目の前で怖くてイエス様のことを知らないと言い、最終的にはイエス様を呪いながら「イエス様なんか知らないよ」と否定していたペテロが復活されたイエス様と出会って、それから、二度、復活のイエス様と出会いました。けれども、以前と回復できていません。それで魚を獲りに行くというのは仕事のために行くという意味ではありません。本当に心からがっかりして、自分自身にあまりにも腹が立ち、自分の情けなさに腹を立ててため息とともに釣りでも行くかという感じだったのです。ペテロは人間的に考えると本当に面目がないでしょう。落胆しても仕方ないかもしれません。しかし、そのペテロの方にイエス様が訪ねて来られました。特に今日注目して見ていただきたいのは、よみがえられてから彼らの前に現れたのが三度目です。一回目、２回目では、彼らは喜んではいたのですが回復していません。しかし、イエス様はそのような弟子たち、ペテロをあきらめないで訪ねて来られて回復させる方です。
ですから、皆さんもペテロのようにイエス様を真っ向から否定したりはしていないのではないでしょうか。どんな理由で落胆し自信を無くしているのかよく分かりませんが、皆さんがクリスチャンであればどんな場合、どんなことがあっても落胆不要です。落胆しないように。もっと正確に申し上げると、サタンにこれ以上、だまされないようにしていただきたいと願います。今も申し上げましたように、その理由は何でしょうか。「こんなに大きな失敗をしでかし、こんなに恥ずかしいことをしてしまったので、こんなに無能な自分なのに、こんなに情けない自分なのに、落胆しなくても結構なのでしょうか」と聞きたいかもしれません。それでも、落胆は不要です。2014年も、もうそろそろ終わりです。来年になるからといって、別に急に何かが新しく変わるわけではありませんが、新しい年を迎えるためにしっかりと身を固めていただきたいと思います。自分にとって今もこれからも落胆不要です。なぜでしょうか。今日のペテロを訪ねて来られたイエスさま、この場面から見られるように、神様は神様の民、神の子どもを絶対にどんな場合でもあきらめることがないお方ですので、だから、私たちはあきらめる理由がないし落胆不要です。皆さんが他の人より才能があるから勇気を出すのではなくて、私たちを愛して私たちのためにご自分の御子イエス・キリストを十字架に引き渡されました。その神様はイエスを信じて告白している神の子ども、救われたひとりひとりをどんな場合でもあきらめることがありません。

私がたぶん10年くらい前にアメリカに行った時に、長老さん、勧士さんの娘で、ヨーロッパで音楽を専門に勉強をしてエリートでしたし、母のお腹の中から教会に通っていた人なのに、私と一緒に食事をしながら何を言っていたかというと「どうしても救いの確信が持てない」ということでした。いろいろな理由があって、また、うつ状態があったりしました。それで聞いたメッセージでありましたが、時間もあまりなかったので短くお話しをしてあげました。ヨハネ10：28にあるように、あなたの手を神様が握っていらっしゃいます。あなたも信じるということは神の手を握っています。あなたは弱いので、また様々な問題があるので手を離すことがあるでしょう。あなたががっかりして手を離したからといって、神様から離されたと勝手に思い込むのですが、そういうことはありません。あなたが手を離しても、あなたの手を握っている神様の手はあなたを話しことは決してありません。そのように分かりやすく説明をしてあげました。だから、あなたの弱さのゆえに落胆する必要などはありません。どこまで話が通じたのか分かりませんが、だいぶ喜んでいるような様子でした。
もう一度、申し上げます。ペテロを最後の最後まで訪ねて来られました。一回目に十字架で死なれたイエスが復活なさいました。そこでびっくりして「イエス様に従います」というべきでしょう。私たちだったらそうしたのではないでしょうか。でも、一度、二度、三度目と現されました。そのときまで、いまだ回復できず沈んだままの状態でした。それにもかかわらず、人間的な表現で申し上げると、しつこく、しつこくどこに行ってもどんなことがあろうがどんな状況、状態であろうが、あきらめずに訪ねて来られる方です。それが神様です。神様は神の子どもを絶対に決してあきらめることはありません。実は正確に申し上げると、未信者のときでも神の民であり、これから神の救いに定められている人であれば、必ず人間的な表現ですが、なんとしてでもその人がイエスを信じるようにさせます。それが拒否できないから不可抗力的な神の恵みという言葉を使います。未信者のときでもです。そうならば神の恵みによってイエス・キリストを信じて受け入れたのに、なぜ神様が私たちのことをあきらめたり見放したりするでしょうか。聖書にも書いてあります。まだ、罪人であったときに、私たちのためにひとり子を惜しまずに引き渡されたその神様が、イエス様を信じて神のこどもになっている私たちになぜすべてのよいこと、よいものを賜物として与えることがないでしょうか。論理的にも合わないでしょうと訴えています。神様は神の子どもを絶対にあきらめません。だから、クリスチャン、信者の場合は言うまでもありません。何があっても最後の最後まで天国にたどり着けるようにしっかり見守ってガイドされます。私たちが勝手に自分のレベルでああだ、こうだと思っているのでしょうが、神様にはご計画があるし最後のゴールまですべて全うされる方です。それを神学的な用語で言いますと、信徒の牽引という言葉を使います。最後の最後まで導かれます。ピリピ1:4には、良いことを始められた神様がキリストの日までまっとうされると言われているでしょう。ローマ8:28にも、すべてのことを働かせて益としてくださるとあります。

ですから、皆さん、もう一度言います。どんな場合でも、何があったとしても、クリスチャンにとって落胆は不要です。だまされないようにしてください。ヨハネ10:28には、父なる神の御手に捕らわれている私たちを奪い取ることはできないとあります。クリスチャンというものは、神の御手に捕らわれているから、自分で自分のことを考えたときには弱々しいし、問題だらけだと思っているかもしれません。特に、落胆するのは悪い習慣、あるいは病気などが祈っても頑張っても中々、改善しないときに、落胆しようとします。悪いところをどうにか良い方向に変えようとするのですが、中々、その変化が見られないときに、人間というものはがっかりして落胆しがちなものです。それにもかかわらず、そのときでも神様がご存知であるし、だからこそ神様は皆さんにより親密に迫って来られる方です。だから、落胆不要です。神の御手に捕らわれている者を奪い取ることができる者は絶対に存在しません。それは言葉を変えますと、神様ご自身が何があっても絶対にその御手から離すことがないということでしょう。聖書をよく読んでいただきたいと思います。
もう一度言います。ヨハネ10:28です。だから、問題は落胆の材料ではなくて、私たち自分自身です。自分の小さな頭の中で、自分の計算、レベルの中に閉じ込められていて、神様のこと、神の愛と救いのことを勝手に評価、判断しているから問題です。どんな場合でも、どんなにみじめなクリスチャンであっても、落胆不要です。落胆する必要などは一切ありません。問題は、私たちが勝手にそうしているだけです。覚えていてください。イエス様を三度も否定したペテロ。しかも、よみがえられて一度ではなく二度、三度と現されました。三度目で終れば四度目はないでしょうが、数字の問題ではなくて、何度目でもあきらめずに訪ねて来られるということです。それが神様の愛です。それを今日の聖書を通してぜひ覚えて心に留めてください。どうしても治らないでしょうか。どうしても弱さがずっと続くのでしょうか。落胆の材料ではありません。それにもかかわらず、あきらめない神様の計り知れない愛を見つける機会です。私たちのすべてを超えている神の愛ということです。それをペテロを訪ねて来られたイエス様を通して私たちは確認しないといけないでしょう。

それから、もう一つは、今、ペテロを訪ねて来られたイエス様は、旧約聖書に預言されていた預言のイエス様ではありません。また、ガリラヤの湖のほとりをただ歩いていたそのイエス様でもありません。私たちの救いのために十字架にかけられ、すべてを完了したと宣言し証明されるために、3日目にお墓の中から、死者の中からよみがえられました復活の主です。イエス様が復活の主であるがゆえに、私たちに落胆は不要なのです。つまり、イエス様が復活なさったというのは、私たちの問題になる、私たちが落胆せざるをえない過去のすべての問題を完璧に処理され、それを解決されたということでしょう。私たちが地上にいる間、何があっても完璧に処理できるすべてを全部用意されて成し遂げられたということでしょう。永遠の天国にまで私たちをきちんと導き入れることができる、すべてを保証することができたということでしょう。すべてに勝利なさったということなのです。イエス様が復活の主であるということを忘れるからです。イエス様はすでに十字架にかけられて、すべてを完璧に解決され、救いのための落胆をしなくてもよいすばらしい新しい人生のためのすべてを完璧に成し遂げられた方です。だから、落胆不要です。

それから、悪魔の頭を踏み砕いて私たちの罪を完璧にきよめられて呪いのすべての運命を完璧に打ち砕いて完全に勝利なさった勝利の主です。今、ペテロと一緒におられるときですが、もうじき天に昇られて神の右の座に座り、そのときからは万軍の主と呼ばれる方になります。すべての万物がその足元にひざまずく、そうしないといけない方とよばれるようになります。今の私たちにとってはまさにその方です。万軍の主です。歴史を動かしていらっしゃいます。契約を一点たりともミスなしで、地球の終わりまで完璧にまっとうしていかれる万軍の主です。世界福音化のために、ひとりひとりの魂の救いのために歴史をすべて動かす主です。皆さん、イエス様は復活なさいました。信じますか。皆さんが信じていらっしゃる、皆さんが心に受け入れてともにおられるイエス様は、十字架で死なれたイエス様ではなくて、お墓の中からよみがえられました復活の主です。つまり、イエス様にとって不可能なことは一切ありません。どういうことでも、何事でもすべてがおできになる可能な万軍の主です。だから、勝手に自分の小さな頭の中で制限したり計算したり落胆したりしないで、落胆不要です。整理しましょうか。
落胆せざるをえない材料は、人生を生きていく中でいくらでもあります。しかし、もうこれ以上、私たちにとっては落胆の材料ではありません。勘違いです。落胆している理由は、神様が神の子どもを絶対にあきらめないという神のしつこい愛のことが分かっていないからです。神の愛の大きさが分かっていないからです。そして、イエス様が復活の主であることをどこかで忘れているからではないでしょうか。この二つの理由だけでも、落胆は不要です。今日、心に覚えて、2014年過ぎる前に皆さんの心に刻んでください。1年間を振り返ってみて、どれほど落胆し浮き沈みが多かったのかを反省しつつ、それにもかかわらず、神様は皆さんのことをあきらめていません。そのすべてのことに本当は深い意味があったのです。そうならば、私たちはこのように整理できると思います。
今まで落胆せざるをえない、落胆の材料というものは、むしろ落胆ではなく、自分の内側でイエス様を回復する時、時間なのです。そして、今まで私たちが見事にだまされ落胆していたその落胆の本当の正体です。クリスチャンにとって、今までの落胆、これからも落胆させようとして迫ってくるものがあれば、それは自分の内側でイエスを本当の意味で回復するための材料です。そのために神様がそれらを許されるだけです。落胆不要です。一生となるべきでしょうが、2014年が過ぎる前に、毎日、皆さんの心に、自分自身に言い聞かせてください。落胆不要。落胆じゃない。落胆じゃなければ何でしょうか。イエスの回復です。自分の内側でイエスを回復するためです。すべてを裏手にとって、逆手にとって逆に考える習慣を持たないといけません。逆に皆さんが落胆するようないろいろなことがあるということは、それを通して皆さんの内側にイエス様を回復させようとしていらっしゃるから、逆にそれは神様が皆さんのことをあきらめていらっしゃらないという裏返しではないでしょうか。そのように受け止めていただきたいと思います。それで落胆するときには、これを先に考えないといけません。もしかして、イエス様のほかに、違うところに関心があまりにも行っていないか。あるいはイエス様で十分ではなくて、知らず知らずイエス様の他の何かを頼りにして、何かを頼っているのではないかということを質問してみてください。あるいは落胆のときには、もしかしてイエス様の福音ではなくて、律法にあまりにも捕らわれているのではないか。自分は律法的ではないか。あるいは福音が最高の価値なのに、他の価値観というものにいまだ影響されているのではないか。自分の経験や何かで、あまりにも頑固な部分があるのではないかということをチェックしタッチするときだと思います。皆さんが落胆していたそのときは本当は落胆の時ではなくて、イエスの回復です。それで最終的にはまとめるとこのような質問の前に立つようになるでしょう。
私はイエス様を信じるクリスチャンだ。でも、私にとって自分の内側でイエス様は本当に自分にとってキリストなのか。そのように自分自身に自問自答するために神様が許された機会が、私たちにとって落胆に皮って襲いかかってくるのです。そうならないように。逆手に取ってください。イエス様は自分自身にとって本当にキリストなのか。あるいはカラーがバプテスマのようなエリヤのようなエレミヤや預言者のようなカラー、イメージではないかということをチェックしなければいけません。一番大切な質問、すべての問題を解決するための鍵、イエスは自分にとって本当にキリストなのか。そうならば落胆する必要がないでしょう。いつもその質問です。イエスはキリストなのかではありません。イエス様は本当に自分にとってキリストなのか。イエス様が皆さんの幸せでしょうか。イエスご自身が皆さんの希望でしょうか。その結果、他のすべてがそれと比べたときにはちりあくただと認識して告白しているのかをチェックする機会です。それで今までなんとなく振り回され惑わされ影響を受けていたすべてから自由になってください。イエス様の回復というのは、本当の意味で自分を回復することです。

なぜ、普通に考えると、落胆せざるをえないようなことを許されてまで、私たちの内側でイエスを質問し、イエスを回復しようと、そして、本当の意味で新しい自分を発見させようとしていらっしゃるのか。そういうことによって、私たちクリスチャンがまことの使命の人生へと導かれるためです。自分の内側で、イエスがしっかり回復できないと言葉では使命、伝道と言っていても、そちらの方に結び付きません。だから、神様は私たちは落胆しているのに、そうではなくてそれを通してイエスを問いかけ、自分は誰なのかということでイエスの回復をさせようとしていらっしゃいます。そうしないと使命の人生の門が開かれません。いつまでたっても40年間荒野をグルグル回っていたかのように何かに足を引っ張られ止められるようになるしかありません。神様の願いは一つしかありません。すでに復活のイエスを私たちひとりひとりに与えられましたので、その内側にいらっしゃるイエスがキリストとしてひとりひとり回復することです。私も昔、牧師でありながらもものすごく厳しいときがありました。結局は、理論で分かっていたイエス様が自分の内側でキリストとして回復する機会になりました。その瞬間だけを見ると、ものすごく苦しいと思ったのですが、落胆の材料を見たときに逆にそこで神の愛を見るように、また、逆手にとって使命を見るような材料にしていただきたいと思います。

落胆について、今日メッセージをし、また、もう一回整理したいと思います。クリスチャンにとっては落胆不要です。どんな場合でも、その理由を今日の聖書を通して私たちはきちんと考えました。ですから、結論を申し上げますと、落胆は逆に自分の内側でイエスの回復の時間なのです。イエスの回復の方に目を留めていただきたいと思います。その結果、新しい人生の門が、今まで見たことのない世界が見えてくるようになります。そのときから本物のクリスチャンになります。皆さんを本物のクリスチャンにするために落胆の材料を許されました。落胆ではありません。それは神の愛です。落胆ではありません。それは神の配慮です。落胆ではありません。それは神様が真実をしっかり見てもらうために許されました鏡のようなものです。
皆さんは、今週1週間を初めこれからぜひやってみてください。できるだけ落胆しそうになったときに、その落胆の時間、状態を短くする習慣を身につけましょう。あまり落胆の状態を長く許さないようにしましょう。最初からきっぱりとはできないかもしれませんが、メッセージを握って落胆不要、落胆は逆に神の愛だと自分自身に言い聞かせながら、具体的にこれから落胆しそうなときには今までは一回落胆に陥ると2日、1週間、1か月間ずっと伸びてしまっていました。本当は、落胆不要なのですから、できるだけ短くしようという意識を持って、そのような習慣を身に点けるようにしてください。神様が皆さんの助けになるでしょう。

それから、そうするためには落胆の材料の前で意識を持って、条件反射的にイエス様の血の力、血の能力がすぐに思い浮かぶようにしましょう。それを瞬間祈りと言います。瞬間祈りの訓練をこれからしていきましょう。それに慣れていきましょう。どういう意味でしょうか。この間、テレビを見ていたらストーカー、それも中毒、依存症の一種の病気なので、治す方法がないようです。でも症状をやわらげる一つの方法、今現在、一番良い方法というのが、条件反射の治療のようです。ストーカーというものは。誰かのことを考えるとそこに走っていくようになります。だから、誰かが思い浮かんだときに、自分の胸を叩きながら反射的に「その人は世に存在しない」というようなことをやっていました。逆に今までの悪いところを反対の方向に考える、それを条件反射と言います。それは本当の治療ではありません。でも、私たちはいのちを持っているから、メッセージを握っているから、それを短くするために落胆の材料、特に中々、変わらないしつこい問題を抱えている人はよりやってみてください。落胆不要という約束を握ってから、例えばある人は幻覚みたいなものが見えてくる場合があります。そのときに嫌な幻覚が見えてきたとなると、条件反射的にイエスの血が思い浮かぶように。十字架を書くかは別にして。イエスの血は見えてくるものを真っ赤にして全部塗りつぶしてしまいます。イエスの血が真っ赤に塗りつぶしてしまいます。幼稚な話のようですが、ただの方法ではなくて、実際そうですし、そのような答えを握っているものだからです。様々な面において、いつも落胆に捕らわれるという人は、それは不要なのでそれに陥らないために自分なりに。それが祈りです。何か自分を落胆させようとするものがあります。いつも皆さんは同じ理由で落胆するでしょう。それは繰り返してきます。自分の情けなさやいろいろあります。それが来るたびにできるだけすぐに、イエスの血が真っ赤になって全部消してしまいます。実際そうですから。それを瞬間、瞬間、やります。落胆の材料の前で、それに長く引き込まれないで、イエスの血をできるだけ早めに思い出すことを祈りと言います。瞬間祈りです。落胆の状態を縮めましょう。長く許さないように。その一つの方法です。
それから、一歩進みますと、落胆の材料を窓ガラスにして、落胆ではなくて使命を見るように。それは落胆させるための材料ではありません。なぜ使命でしょうか。それを通して、イエスの愛、変わらないイエスの救いの力を皆さんの内側で回復するための神様の愛ですから。その理由が何でしょうか。使命のためです。だから、落胆が来たら、落胆＝自分は使命の存在なのだ、それなのに今、その使命から離れて、使命をさっぱり忘れて、神様の使命とは全く関係ないところでうろちょろしているのだねと考えさせられることです。落胆というものは。だから、落胆しないで、次のことを考えるチャンスにしてください。イエスが今、内側で回復できていないかもしれません。あるいは、伝道の使命と実際には関係ない人生になっているかもしれないと。落胆＝神の変わらない愛と尊い伝道の人生を映す鏡です。落胆しないでください。それを見るためには、まず落胆を消さないといけないので、今までどおりに1回落胆に捕らわれると、自分のペースに合わせて1か月、半年、1年間とずっと許さないで、1秒でもよいから落胆しそうなときはイエスの血の力、もう終わり、落胆不要という今日のメッセージを覚えていてください。1秒くらいでよいのではないでしょうか。メッセージなしでそうすると、それはただの呪文です。そういう意味ではありません。メッセージを握って実際にやってください。あまりにも私たちは落胆が長引くのです。縮めないといけません。柳先生は、何かの問題が来ると5分以内で終わりだそうです。問題はないと、これで終わりです。落胆も同じです。イエスの血の力。5秒くらいで終わりです。落胆を全部塗りつぶして、逆にそこから神の変わらない愛と、しつこい神の愛と、あきらめない神の愛と、尊い伝道の使命が映し出される鏡に変えないといけません。それが落胆です。勝利を祈りたいと思います。

(祈り)

　愛する天の父なる神様、今日も、兄弟姉妹に神様が落胆不要というメッセージを与えてくださりありがとうございます。その根拠をしっかり握って、落胆が逆に神の変わらない愛と尊い使命を見る鏡に変わるようにひとりひとりを守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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